
MADE IN CHINA

交換キット（クリーニング用）
TVCD-RE1C

■ 特　長
●このキットは弊社ディスク自動修復機TVCD-RE1AT専用の交換キット（クリーニング用）です。
　他の機種ではご使用できません。
●汚れたディスクをクリーニングします。
●12cm及び8cmの音楽CD、映画DVD、写真ムービー、ゲームソフト、カーナビディスクをクリーニングします。
※真円のディスクに限ります。変形のディスクには使用できません。

汚れたディスクをクリーニング！

■ 使い方

1 クリーニングヘッドを本体
に取付けてください。（矢印
の方向に回して取付けてく
ださい）

2 右側のクリーニングヘッド
にクリーニング液を四ヶ所
付けてください。

3 ディスクの読み取り面を下
向きにして、本体の中央（デ
ィスクの置き台）に入れてく
ださい。

4 CLEANボタンを押すと、自
動的にクリーニングします。
（約50秒～60秒で終了し
て、自動的に停止します。）

■セット内容
●クリーニングヘッド　2個 ●ブラシ　1個 ●クリーニング液　1個 ●超極細繊維クリーニングクロス　1枚

　（本体の掃除にご使用ください）

■ ご使用の後に

●ヘッドが汚れた場合、ブラシでこすり、汚れを落としてください。
●頑固な汚れは、ヘッド台からヘッドを外し水洗いをしてください。
　ヘッドは完全に乾燥させてから次回ご使用ください。
●優れた効果を発揮するため、50回のご使用で新しいクリーニングヘッドに
　お取替えください。
●作業終了後、クリーニングクロスでディスクの読取り面を軽く拭き取って
　ください。

ご使用上の注意
●本製品はディスクの汚れをクリーニングする機器で、ディスクの傷を消すものではありません。
●本製品の使用によるデータの損失・損害などに対する一切の責任を負いかねます。
●深すぎる傷やレーベル面に傷があるディスクは使用できません。
●レーベル面には使用しないでください。
●クリーニングヘッドの使用目安は50回です。
●クリーニング液をつけすぎた場合は付属の超極細繊維クリーニングクロスでふき取ってから使用してくだ
さい。
●本製品を使用後は、残ったクリームなどを取り、キレイにして保管してください。
●ブルーレイディスクには使用できません。
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交換キット

（クリーニング用）



MADE IN CHINA

交換キット（修復用）
TVCD-RE1S

■ 特　長
●このキットは弊社ディスク自動修復機CD-RE1AT専用の交換キット（修復用）です。
　他の機種ではご使用できません。
●傷ついたディスクを元の正常な状態に修復します。
●12cm及び8cmの音楽CD、映画DVD、写真ムービー、ゲームソフト、カーナビディスクを修復します。
※真円のディスクに限ります。変形のディスクには使用できません。

傷ついたディスクを簡単に修復できる！

■ 使い方

■セット内容
●修復ヘッド（黄色）　2個 ●ブラシ　1個 ●修復液　1個 ●超極細繊維クリーニングクロス　1枚

　（本体の掃除にご使用ください）

■ ご使用の後に

●ブラシの柄で修復ヘッドを外し、ブラシでこすりながら水洗いし、汚れを落としてください。ヘッドは完全に乾燥させてから
次回ご使用ください。
●優れた効果を発揮するため、50回のご使用で新しい修復ヘッドにお取替えください。
●作業終了後、クリーニングクロスでディスクの読取り面を軽く拭き取ってください。

ご使用上の注意
●本製品は傷による読み込みエラーを修復する機器で、ディスクの傷を消すものではありません。
●本製品の使用によるデータの損失・損害などに対する一切の責任を負いかねます。
●深すぎる傷やレーベル面に傷があるディスクは使用できません。
●レーベル面には使用しないでください。
●修復ヘッドの使用目安は50回です。
●修復液をつけすぎた場合は付属の超極細繊維クリーニングクロスでふき取ってから使用してください。
●本製品を使用後は、残ったクリームなどを取り、キレイにして保管してください。
●ブルーレイディスクには使用できません。
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品番
品名

TVCD-RE1S
交換キット（修復用）

REPAIR

1 修復ヘッドを本体に取付け
てください。（矢印の方向に
回して取付けてください）

2 右側の修復ヘッドに修復液
を三ヶ所付けてください。
（目安として一回の量は約
2～3mm）

3 ディスクの読み取り面を下
向きにして、本体の中央（デ
ィスクの置き台）に入れてく
ださい。

4 REPAIRボタンを押すと、
自動的に修復作業が始まり
ます。（約4分で終了して、
自動的に停止します。）
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